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115　　　 ヒ ト胎盤 にお けるhepatocyto　growth

factor（HGF），　 epidermal 　 growth　 factor（EGF） の

生理作用に っ い て の 検討

116　　　 増殖期 、 分泌期 ヒ ト子宮内膜 に お ける

糖輸送担体の 発現 の 検討
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〔目的〕HGF は，胎盤組織の 聞葉系細胞で産生さ

れ，c−met （HGFレセ プ ター）を発現するcytotropho

−blastに paracrineに作用する増殖因子で ある こ

とを前回報告 した 。 今回，　HGFおよび上皮増殖因子

（EGF）の 胎盤細胞に対す る相互作用を検討 した 。

匚方法］日産婦倫理規定を遵守し得られた胎盤組

織を用い ，Klimanらの 方法に準 じcytotrophoblast

を分離し，無血清培地下 に培養 した 。 これに HGF

を0．2，2，20ng／皿1，　 EGFをL　10ng／皿1 添加 し，増殖

作用 （DNA合成能）を
3H −Thymidine　uptake で求め

た 。 また，分化作用 の 指標 と して の 培養上清中

hCG 量をEIA 法にて測定 した 。　 ［成績］HGF は妊

娠初期絨毛細胞の DNA合成能をO．　2ng／mlで 1．　05±

0．27倍，2ng／mlで 1．　76± O．　66倍，20ng／m1 で 2．49±

0．64倍に増加 させた 。 又，EGFは1．　Ong／m1で 1．30±

0．21倍，10ng／mlで 1．　96± O．46倍に増加させ た 。 さ

らに HGF　2ng／ml に EGF　 lng／ml ，10ng／ml を同時添

加す ると，DNA合成能 は非添加時に 比 し2．41± 0．63

倍， 3，15± 1．69倍と相加的に増加させ た 。 次に 分

化作用と して の 培養上清中 hCG量 はHGF　O．2ng／m1

，2ng／ml ，20ng／皿1 添加 に対 しそれぞれ0．90倍，

1．13倍，1．14倍 と有意差を認め なか っ たが，EGF　l

ng ／皿 1， 10ng／ml 添加で はそれぞれ 1．46±0．16倍，

1．83±O．47倍と有意 に増加 した。 HGFと EGF同時

添加 して も hCG量は EGF単独投与時と差 を認 めな

か っ た 。　［結論］HGF，
　EGF は妊娠初期絨毛細胞の

増殖因子で あ り，両者を添加 した際は相加的な

DNA 合成能増加を認めた 。

一
方，　hCG分泌 は EGF に

よ り亢進するが ， HGFに よ る有意 な hCG分泌亢進は

認 め られ なか っ た 。 以上よ り EGFは胎盤細胞 の増

殖 ・分化に ， HGFは胎盤細胞の 増殖に 関わ る因子で

あ る こ とが 判明 した 。

【目的】月経周 期 に と もなうヒ ト子宮内膜 の 糖輸

送担体 （Glucose　 TranspOrter
，　 （Ltrr1〜5）の発

現に つ い て 検討 した 。 　【方法】正 常月経周期をも

つ 患者 よ り同意 を得て、増殖期中期 、 分泌期 中期

の 2つ の 時期 に子宮内膜組織 を採取 し （各時期 n ≧

3） 、 以 下の 実験 を行 っ た 。 　（1 ）glucose 含量

を蛍光法に よ り測 定 した 。 　（2 ） ヒ トGLUT1 〜5を

認識 するそ れ ぞ れ の 抗 GLUT 抗体 を用 い 、　 GLUT蛋
白の 発 現 を免疫組織化学染色で検討 した 。　（3 ）

total　 RM を抽出 して、　Reverse　 transcription

po　1塑 erase 　 chain 　 reaction 　 （即一P  ） 法に よ り

ヒ トGLUTI 〜5　 triRNAの 発現 を検討 した 。　【成績】

（1 ）glucose の 単位蛋 白当た りの 内膜 組織含量

は増殖期中期で　 8．36 ± 1．06 （mo 踊   　protein ，

mean ±　SEM）、分泌期中期で　 16．3 ± 3．3 と、分泌

期で有意 に （P＜ 0．05）高値 を示 した 。 （2 ）免

疫組織化学染色 で は 、 GLUT1 お よ び3が 、 子宮内膜

の 腺細胞 の 細胞膜 に 局 在 して お り、 増殖期 中期 に

比 べ 、分泌期中期で は 明らか に 強 く染色 された 。

GLUT2
，
4

， 5は 、い ずれ の 組織 で も発現 を認 め なか

っ た 。　（3 ）RT−PCR法に よ る検討 で は 、 増殖期 中

期 に お い て 、 GLUT1お よび 3は発現が認め られ ない

か 、弱い シ グ ナ ル の み で あっ た の に対 し、 分泌期

中期 にお い て は全て の サ ン プル で 、GLUT1お よび3

の 強 い シ グ ナ ル が 認 め られ た 。 GLUT2 ，4，
5は 、 い

ずれ の サ ン プル で も発現 を認め な か っ た 。 【結酷】

ヒ ト子宮 内膜に はGLUTI，3 が 存在 し て お り、特 に

分泌期 に お い て は、卵巣ス テ ロ イ ド に よ る内分泌

環境 の 変化 に対応 し て 発現が 増加す る もの と考え

ら れ た 。 分 泌期で の こ の 変化 は 、子 宮 内膜 の 糖取

り込 み 能を高め 、
エ ネ ル ギー代 謝 を活発化 し、妊

卵着床の 場 を整える要因となる こ とが 示唆された 。
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